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全国で進む警察の監視カメラ網の配備

警察直轄の｢街頭防犯カメラシス

テム」

警視庁が２００２年に東京都新宿区

歌舞伎町に「犯罪多発地帯だから」

という理由をつけて初めて設置。と

ころが現在、全国の警察が１６都府

県で７９１台を稼働（２０１２年３

月末）。

警視庁　１８５台

新宿区歌舞伎町・渋谷区宇田川町・

豊島区池袋・台東区上野２丁目・港

区六本木に設置。

大阪府警　４７６台

２００８年に初めて繁華街のミナミ

に設置し、２０１２年末までに７８

台に。２００９年にキタにも設置。

２０１０年にさらに道頓堀、千日

前、京橋、十三などに約１３０台増

設。

宮崎県警

２０１２年度に設置場所を秘密にし

て設置する監視カメラを２０台導

入。

警視庁本部と当該地区の警察署で

２４時間、通行する市民の映像を

モニター監視し録画。

大阪府警

スピーカー付きの監視カメラ、モ

ニターと同時に「警告」のアナウ

ンスも実施。

ミナミに２０１４年３月末までに

さらに７９台増設、計１５７台に

する。

大阪府警は交番前方を通行する人

や車を撮影・録画する「交番防犯

カメラシステム」を大阪府内すべ

ての交番６０９カ所への配備を進

めている。　

警察庁直轄の監視カメラ

①警察庁が、札幌市のススキノと福

岡市の中洲にそれぞれ４２台設置

（２０１２年１月～）。

②｢高性能街頭防犯カメラシステム」

警察庁が２００９年１２月に、神奈

川県ＪＲ川崎駅東側地区で「高性能

街頭防犯カメラシステム」の試験運

用を開始。

①ススキノは北海道警、中洲は福岡

県警がそれぞれ運用。

②この警察庁の「高性能街頭防犯カ

メラシステム」を神奈川県警が引き

継ぎ、運用を開始。５０台を稼働

（２０１１年４月～）。

②人（物体）が集まったり、急に

動いたりするのを、カメラが自動

で検知し、川崎警察署に送信。

撮影データから人の身長や服装

(色)をデータベース化し、特定の

人物を身長や服装にもとづいて検

索する機能を装備。

監視カメラに街頭の会話を録音で

きる機能をも装備。

警視庁が｢移動防犯カメラ車」 を配

備(２０１０年７月～)。１台運用。

足立区綾瀬、台東区秋葉原、新宿区

高田馬場などで運用。

撮影データを警視庁本部と当該地区

の警察署に送信。

カメラ３台をトラックに付けた伸

縮式ポールに装備。可搬型カメラ

９台も積載し、移動防犯カメラ車

を中心とする半径約１５０メート

ル以内の街路灯等に設置。

警察庁「子ども見まもり防犯カメラシ

ステム」

警察庁が設置し、住民団体等が運用

・管理。１４都府県１５地区で各地

区に２５台ずつ設置（２０１０年３

月末までにすべての地区で運用開

始）。「通学路」の名のもとに住宅

街や駅近くに設置。

東松島市(宮城)、小山市(栃木)、戸

田市(埼玉)、東大和市(東京)、武蔵

村山市(東京)、藤枝市(静岡)、大津

市(滋賀)、寝屋川市(大阪)、姫路市

(兵庫)、岩出市(和歌山)、岡山市、

広島市、徳島市、福岡市、奄美市(鹿

児島)

岡山市では、ＪＲ岡山駅西口付近の石

井小学校区に設置。

新たに高知県警が２０１３年度

に、高知市内に「子ども見守りカ

メラ」１７台の設置を計画。


